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中,上級の口頭表現指導法
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は じめに
日本語学習者が学期初め に行 うス ピーチは,人 前で話すの に慣れてい な
い,日 本語 に自信が ない などの理由で,・人 と目を合 わせなか った り,あ る
いは教師 にだけ 目が 向け られていた りする。 同 じ内容の話で も,ア イコン
タク トが しっか りしていると話の印象がが らりと変 わる。
ス リーアイ(「アイコンタク ト」,「合いの手」,「相手へ の関心」)の指導
は,耳 を傾 ける,つ ま り傾 聴力を伸 ばす こ とが 目的で あ る。傾聴 は・ コ
ミュニケー ションの基本 であ り,聴 解 とは異 なる。傾聴 は,話 し手の必須
技術 で,話 すために行 う行動であ り,口 を開 く前 に しなければな らない こ
とである。 日本 語の知識不足,経 験不足 を補 うための基本技術 を身に付 け
ることによ り,コ ミュニケーションの質が向上する。
本稿 は,中 級 後半か ら上級 の口頭表現 クラス において,ス リーアイを基
本技術 とし,指 導す ることで得 られ る効果 について検討す る。
注:本 稿 で は 「ア イ コ ン タク ト」,「合 いの 手 」,「相 手 」 の 頭文 字 の 「ア イ」 を取 っ















てず,伸 び悩んでいる学習者 も多い。中級後半から上級には,① 「ぺ らぺ
らタイプ」=不 自由を感 じることなく話せ,積極的に発言し,その結果,
一方的に話すことが多 く,聞 き手をうんざりさせてしまう傾向のある学習
者,② 「おずおずタイプ」=日 本語能力 には問題がないが,自 信が持て



































































は 「そうですね」,反対の場合には 「そうですか」 と言 う。この司会担当
の学習者は前述の① 「ぺらぺらタイプ」で,よ く話せる学習者であった。
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これ は,日 本 語 の問題 で はな く,姿 勢 の問題で ある。教 師の指摘 に よ り
「そ うですか」 という 「あいづち」 をうたれた学習者の感想 を聞 き,発 言
者 にかけていた圧力 に気がつ く。
「相手へ の関心」 は相 手 を知 る,相 手 を観察 す る,相 手 を思いや る と
いった ことが含 まれてい る。 一方 向,双 方向 にかか わ らず,話 し手 は常
に,相 手 に関心,興 味 を持つ姿勢が必要である。相手 の知 っていること,
知 らない ことな どを知 ることにより効果的 に話 す ことが で きる。質問の種
類,回 数 に変化が表 れ,コ ミュニケー シ ョンの質 も変わる。相手 を理解す
るため には,ど うして なのか,ど う思 って いるのか,何 が言い たい のか
等,常 に相手 の立場 に立 ってみなければ ならない。 また,「ア イコンタク
ト」 を通 して得 られた目か らの情報 をもとに相 手,状 況 な どを判断す る。
学習期 間を一年 とす る場合は,前 期でス リーアイ を中心 に学習 し,後 期
にそれを もとに 「表現」 を広げ るこ とが望 ましい。前期 にス リーアイを習
得 した学習者 は傾聴力が伸 びているので,授 業 に際 し,参 加度 もアップ し
て くる。
Hど の よ うに指導するか
表現練習,学 習項 目がはっ きりしている教材(早 稲田大学 日本語研 究教
育セ ンター 「口頭表現 問題集」 など)を 用 いる学習 と並 行 して,後 述 の実
際例(早 稲 田大学 日本語研究教育セ ンター2001年度春,秋 学期 口頭表現
クラス6お よび8レ ベルで行 った授業 の うちのス リーアイを中心 とした も
の)な どを学習す る。
聞 き手 の決定権,本 音 を見抜 く(そ れ は私 です ゲーム),司 会 の役割,
むず か しい こ とをや さし く言 う,コ ンセ ンサ スを得 る(サ バイバル ゲー
ム),説得す る(交 渉人ゲーム),な どを学習す る。
ス リーアイを喚起 させる もの としてチェ ックシー トを用意す る。一 つは
自己評価 シー トである。項 目はアイコンタク ト,あ いづ ち,母 国語で よ く
話すか,聞 くのは得意か,話 す のは得 意か,相 手 の表情 を読み取 るのは得
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意か,自 分の話 し方に満足 してい るかな どで,学 期初め と学期最終 日の二
回チェ ックす る。
もう一つ は各作業 中の話 し手お よび聞 き手の話 し方,聞 き方 をチェ ック
する ものである。話 し手用 はス リーアイのほか に発 音・文法,表 現な どの
項 目を,聞 き手用 はス リーア イ,姿 勢,内 容把 握,質 問な どの項 目が あ
る。
コ ンセ ンサ スを得 る作業お よびデ ィス カッシ ョンの ときなどは,「ふ り
かえ り」 シー トを用 いる。 自分お よび他の メンバーの考 え方,態 度,行 動
などについて感 じたこ と,課 題 が達成で きたか否 かおよびその理由な どで
ある。
通常,予 習 は課 さないが,専 門用語 をわか りやす く説明する 「むずか し
いことをやさ しく」の時 は予 習 して くることになる。予習 を課す と,し っ
か りメモ して くる学習者がいる。 メモ を棒読 み してアイコンタク トを怠 っ









紹介(氏名,出 身国,専 門など)を し,それをビデオに撮る。
学習者の多 くは,順位が書いてある黒板の方に体 を向けたまま話 した
り,体は皆の方を向いていても目は教師の方だけで,ク ラスメイ トの方を
ほとんど見ていなかった りしている。ビデオを見ながらアイコンタク トの
指導を行 う。利き手(右利 き,左利き)に より顔の向ける方向が片寄る事
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も注意する。学習者の人数によっては見 る時間が ない場合 もあ る。 この ビ
デオは,学 期末 のスピーチ と比較する。
この順位 の発表 は,学 習者 が他 の意見 に驚 きを感 じ,互 い に興味 を抱
き,活 発 な議論へ と移行することが多 いので,そ のままディス カッシ ョン
す るの もよい。時 間があれば,登 場 人物 ご とにフ ァンクラブをつ くり,そ
の魅力 をア ピールす ることもある。 この作 業を通 し,い ろい ろな感 じ方,
価値観がある ことを体験することになる。そ して,話 す ときには常 にこの
こ とを頭 に入れておか なければならない ことを学習す る。
2-2「 一分 問」 を知る
時 間の長 さの感 じ方 は人 によって,あ るいは状況 によって異 なる。楽 し
い時 間は短 く,退 屈 な時間は長い。話 す側 か らすれば短 くて も,聞 く側か
らすれば長 く感 じる ことがある。「一分 間」の長 さの感 じ方が違 うこ とを
体験す るのが 目的である。 この作業は初 日ではな く,第4週 目以 降に行 う
のが望 ま しい。ある程度,実 践 を積 み,話 す,聞 くの体験が積み重な った
ころに反省の材料 として行 う。
ク ラス作業 は,ま ず,全 員が立つ。 ス ター トの合図で 目を閉 じ,一 分
経 った と思 ったら,静 かに座 り,目 を開け,時 計 を見 る。一分 間でどの く
らい話せ るか,一 分問黙 って相手の話 を聞いているのは どの くらい長いの
かを考 える。
クラス でよ くしゃべ る学習者は一分 を実際 よ りも短 く感 じ,ゆ っ くり話
す学習者 は一分間 を実 際よ りも長 く捉 える傾向がある ようだ。
2-3「 そ れは私です」ゲーム
「それは私 ですjと い うテレビ番組が ヒン トである。3人 の登場者 のう
ち一人が本 当の事 を言い,残 りの2人 は本物 を装 う。回答者 は3人 に色 々
質問 をし,本 物 を当てる という番組であ る。
三人一組 になる。チームで トピックは決め る。初めに誰 の トピックにす
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の表現 だけを学ぶのだ と思 ってい ました。 しか し,授 業 に参加 して,
話す方法や,発 表力,表 現力 のみ な らず,「聞 く力」 もか な り育つ よ
うになった と思い ます。 よく話すため には よく聞 く必要がある とい う
ことを学べ た と思い ます。
3.聞 き手 として の姿 勢,デ ィスカ ッシ ョンの術 な どにつ いての勉 強 に
よって,日 本語 のレベル を高 めま した。それ と同時 に人間 としての技
術 もいろい ろ身 に付 けました。
4.第 一はあせ るこ とは必要ない,は っき り言われてい なか ったが,こ う
感 じて話す こ とが少 し楽になった。た くさんの単語 は知 らな くて も簡
単な言葉 で言 ってもいい。
5.私 は話 すのが下手だ ったが,先 生のあいづち とか,私 の目を見 て くだ
さることとかで,話 す ときに,自 信がで きました。
6.自 分が気付 かなかった短所が わか るようになったこ と,た とえば無表
情だった り,あ ま りあいづちをうたなかった りしたのが よ くない(日
本人 と話す とき)の に気付 いて直そ うと努力 するよ うになった ことな
どである。 また,話 上手か下手か とい うことより,態 度,話 す態度が
相手 を認 めて いる,尊 敬 してい る との ことを十分与 え られ る姿勢が
もっと重要 である とのことである。
7.そ もそ も話 す ことよ り聞 くことが好 きだか ら,な るべ く話す機会 を作
ろうとこの授業 を選 んだ。途 中,病 気のために一 ヶ月 も休 んだので,
私の意図 どお りにはならなかったが,そ れで も満足す る。話す とき相
手 の 目を見 て,表 情 も読 む ようになった し,あ いづ ち もうつ よ うに
なった し,な に よりも人の前 で話す ことに少 しだけで も慣 れた ことに
満足する。
8.話 をする際 における,よ り望 ましい姿勢や方法 な どを身につ けるきっ
か けになった授業 だった と思 います。 同じ事 を言 うのに もその表現 の
仕方や相手 の話 を どう理解 しているのか とい う具合 によって意思伝達












します。そして,私 は会話中相手 と目を合わせて話すのが,す ごく苦
手だったんですが,こ の授業で練習 した結果,自 分でもよくなったよ
うな気が します。
lVお わ りに
傾聴力 を伸 ばすのが 目的であるが,実 際の作業 はデ ィスカ ッシ ョンやス
ピーチな どを行 うので,指 導上の困難 は一般 的 な口頭 表現 の クラス と同
様,グ ループ分 け,テ ーマ選 びなどであ る。 ク ラス をい くつか に分 けて
デ ィスカ ッシ ョンす る場合,グ ルー プによって活発 さの程度 に差が出 る こ
とが多 い。 メンバ ーの相性や,よ きリー ダがいるか どうか にかかわ るのだ
が,メ ンバー全員がス リーアイを身 に付 けてい くことで,そ の差が縮 まる
こ とを教師 も学習者 も実感で きる。 これは 日本語学習者 だけで な く日本人
学生 に も必 要な技術で はないかと思、う。
今回 は日本人 のボランテ ィア学生 の参加 な しに行 ったが,も しあれ ば学
習者同士では成立 しやすい理解 もないので,一 段 と高い傾 聴力 が期待 で き
るので はないだろうか。
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